
企
部
古
蹟
志
巻
十
六

町
と
稀
せ
り
と
い
へ
り
。
飽
尾
記
に
も
、
大
工
町
は
寛
永
八
年
町
割

の
頃
工
匠
の
比
屋
せ
し
者
共
に
て
、
共
の
飴
れ
る
も
の
今
の
出
大
工

町
へ
家
出
せ
し
ゅ
ゑ
の
競
也
。
と
い
へ
り
。
又
一
設
に
は
、
微
妙
公

小
松
在
城
ー
し
給
ふ
頃
、
小
松
に
詰
め
居
た
る
大
工
共
高
治
元
年
菟
逝

の
後
金
津
へ
戻
り
、
居
邸
を
木
倉
町
の
末
に
て
賜
へ
り
。
故
に
出
大

工
町
と
呼
ぺ
り
と
も
い
へ
り
。
い
づ
れ
正
設
な
ら
ん
か
。
扱
元
緑
九

年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
出
大
工
町
之
内
五
軒
と
あ
る
五
軒

は
、
此
の
町
内
に
て
居
邸
賜
は
り
し
大
工
五
人
‘
邸
地
を
指
上
げ
退

去
せ
し
ゅ
ゑ
.
其
の
跡
地
地
子
地
に
命
ぜ
ら
れ
、
地
子
肝
煎
の
裁
許

と
成
り
た
る
も
の
友
り
。
共
の
後
退
々
大
工
共
退
去
し
て
‘
多
分
地

子
地
と
成
り
、
大
工
搾
領
地
は
些
一
少
怠
り
し
と
い
へ
り
。

O
木
倉
町
よ
宮
寺

東
方
民
宗
道
場
也
。
三
箇
屋
版
の
六
用
集
に
、
上
宮
寺
出
大
工
町
。
と

記
載
す
。
明
細
記
に
一
宮
ふ
。
上
官
寺
開
基
は
唯
性
、
俗
姓
は
新
聞
義

泰
と
云
ふ
。
本
願
寺
第
三
世
発
如
法
主
よ
り
信
仰
二
心
泣
き
を
感
賞

し
て
‘
祖
師
民
蹟
の
十
字
名
競
を
賜
へ
り
。
延
文
三
年
営
園
石
川
郡

押
野
村
民
一
宇
建
立
、
七
世
箆
了
代
天

E
年
中
、
織
回
右
府
公
石
山

本
願
寺
を
攻
め
ら
る
L
時
、
職
功
を
頴
し
、
本
願
寺
十
二
世
駿
如
法

。
大
薮
勘
右
衛
門
億

諸
士
系
譜
に
、
元
祖
勘
布
街
門
微
妙
公
の
時
召
抱
え
ら
れ
、
家
総
七

百
石
を
賜
へ
り
。
二
代
勘
右
衛
門
、
三
代
勘
右
衛
門
と
稽
す
。
按
宇

る
に
、
元
和
元
二
年
の
士
授
に
、
馬
廻
組
七
百
石
犬
薮
署
内
と
見
h
.

寛
永
四
年
の
土
岐
に
は
、
七
百
石
大
薮
勘
宿
街
門
と
あ
り
。
是
元
組

勘
右
衛
門
に
て
‘
初
め
喜
内
と
掛
併
せ
り
。
扱
四
代
十
郎
兵
衛
は
貨
は

永
井
左
門
の
二
男
也
。
三
代
勘
右
衛
門
の
嗣
子
と
た
る
。
五
代
勘
右

衛
門
は
貨
は
高
木
源
次
の
三
男
也
。
十
郎
兵
衛
の
嗣
子
と
成
り
‘
初

め
て
大
小
姓
組
よ
り
登
庸
せ
ら
れ
、
先
筒
顕
に
て
盗
賊
改
役
を
勤

め
、
後
金
津
町
奉
行
・
定
番
馬
週
番
頭
を
勤
め
た
り
。
夫
れ
よ
り
後
も

世
々
七
百
石
を
領
し
‘
子
孫
漣
綿
し
て
藩
政
の
職
務
を
勤
め
た
り
。

。

鬼

川

橋

此
の
橋
は
‘
出
大
工
町
よ
り
横
停
馬
町
・
堕
川
町
へ
往
来
す
る
橋
に

て
、
鬼
川
に
架
け
た
る
故
に
鬼
川
橋
と
呼
べ
り
。
元
総
三
年
の
拾
子

届
替
に
.
鬼
川
橋
番
人
作
左
衛
門
。
と
あ
り
。
惣
構
橋
に
非
宇
と
い
へ

E
も
・
奮
務
中
は
橋
番
人
を
置
き
た
り
o
今
鹿
川
町
入
口
の
角
家
是

也
。
鬼
川
橋
の
名
は
‘
三
蜜
紀
に
、
寛
永
七
年
六
月
間
岡
肥
後
喧
嘩

の
僚
に
、
鬼
川
の
橋
へ
行
懸
り
、
橋
爪
へ
渡
り
懸
け
h

る
に
、
橋
の

金
部
古
蹟
志
巻
十
六

四

主
共
の
誠
忠
を
感
賞
し
、
簿
像
を
賜
へ
り
。
天
文
十
二
年
正
月
押
野

村
よ
り
金
津
へ
移
縛
し
、
後
奮
藩
主
前
回
利
長
卿
よ
り
現
今
の
地
を

寄
附
せ
ら
る
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
‘
貞
享
二
年
の
由
来
舎
に
は
、

延
文
年
中
唯
性
の
時
石
川
郡
押
野
村
に
建
立
、
十
二
世
鹿
了
の
時
本

願
寺
東
西
に
別
れ
、
此
の
時
父
子
流
浪
し
佐
渡
に
移
り
け
る
底
、
利

長
卿
の
召
に
よ
り
て
金
津
へ
来
り
、
出
大
工
町
今
の
寺
地
を
拝
領
被
a

仰
付
吋
と
あ
り
。
石
坂
瑞
泉
寺
も
、
昔
は
石
川
郡
押
野
村
に
在
り
て
、

上
宮
寺
と
い
へ
り
。

。
御
坊
の
小
路

元
藤
六
年
の
士
院
に
‘
出
大
工
町
御
坊
の
小
路
。
と
あ
り
。
上
宮
寺

の
横
小
路
を
い
へ
り
。

。
大
薮
小
路

奮
藩
士
大
薮
氏
の
居
邸
あ
り
し
故
に
、
大
薮
小
路
と
呼
べ
h
y
。
元
総

六
年
の
士
授
に
、
大
薮
勘
右
衛
門
出
大
工
町
後
木
梨
助
三
郎
隣
。
と
見

b
、
亭
保
九
年
の
士
艇
に
、
七
百
石
大
薮
十
郎
兵
街
出
大
工
町
後
。
と

あ
り
。
按
守
る
に
、
延
貨
の
金
涛
固
に
、
大
薮
勘
右
衛
門
の
居
邸
怠

る
よ
し
記
載
す
れ
ば
、
延
寅
以
前
よ
り
此
の
地
に
居
住
せ
し
事
知
ら

れ
け
り
。

民
中
に
て
鞘
と
さ
や
と
は
っ
し
と
賞
る
云
々
。
と
あ
る
橋
は
、
長
町

四
番
丁
の
橋
友
ら
ん
か
。
鬼
川
の
川
筋
怠
る
橋
梁
た
り
し
故
に
、
鬼

川
の
橋
と
載
せ
た
る
な
る
べ
し
。
菅
君
雑
録
に
、
右
喧
嘩
の
時
の
橋

は
、
宮
田
右
衛
門
居
邸
の
前
た
る
世
人
右
衛
門
橋
と
競
す
る
橋
た
り

と
註
せ
し
は
非
也
。
右
衛
門
橋
は
香
林
坊
橋
の
下
に
て
.
倉
月
用
水

川
の
橋
也
。
鬼
川
の
橋
梁
に
非
宇
。

。
鬼
此
の
川
は
‘
五
枚
町
大
野
瀬
木
よ
り
犀
川
の
流
を
塞
き
入
れ
け
る
ゆ

ゑ
、
甚
だ
清
潔
に
し
て
、
共
の
流
ま
た
念
流
訟
り
。
三
州
名
跡
志
に
‘

門
創
刊
』

昔
金
津
披
普
諦
の
時
分
‘
宮
腰
よ
り
用
水
等
を
此
の
川
筋
へ
引
上
げ

た
り
。
故
に
御
荷
川
と
一
宮
ひ
‘
俗
に
鬼
川
と
す
。
と
い
へ
り
。
三
州

志
来
因
概
覧
附
録
に
云
ふ
。
寛
永
八
年
四
月
金
津
火
災
、
城
内
延
焼

後
遺
替
の
時
、
宮
腰
の
材
木
を
鬼
川
ま
で
引
上
げ
た
り
。
故
に
御
荷

川
の
名
あ
り
と
云
ふ
。
叉
一
一
院
に
は
、
昔
尾
山
に
本
源
寺
あ
り
し
頃
‘

本
源
寺
へ
の
荷
物
を
積
み
、
栗
ク
崎
川
口
ま
で
出
す
。
故
に
共
徒
御

荷
川
と
い
ふ
を
、
後
に
誤
り
て
鬼
の
宇
を
書
け
り
と
。
雨
続
執
れ
か

是
た
る
を
知
ら
宇
と
あ
り
。
平
次
按
や
る
に
‘
寛
永
八
年
金
津
府
披

火
災
に
槌
り
け
る
時
は
、
俄
に
遊
替
の
材
木
も
あ
ら
ざ
れ
ば
‘
共
の
頃

四




